
 １ 

議 事 録 

 

１ 会議名 第14回富士見市基本構想審議会 

２ 開催日時 平成22年８月25日（水）13時30分から16時30分 

３ 出席者名 委員：市川正三委員、大久保義海委員、小山健次郎委員、渋谷義衛委員、

清水實委員、田中洋子委員、柳田政男委員（欠席：根岸由紀子委員、

伊藤悦子委員、市川浩委員、上田威委員） 

市側：斉藤総合政策部長、斉藤政策財務課長、政策財務課（事務局） 

４ 傍聴者 無 

５ 次第 １．開会 

２．あいさつ 

３．協議事項：第５次基本構想前期基本計画（案）について 

４．閉会 

６ 決定事項等 ・ 具体的な取組みである主要事業について概ねの合意を得た。 

 

７ 議事内容 
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１．開会 

 

２．あいさつ 

会長あいさつ 

・ 前期基本計画（案）については、前回までにひととりの審議を終了したと

ころである。 

・ 本日の審議会は、これまでご審議いただいた第5次基本構想前期基本計画案

に具体的な取組みである主要事業が掲載されたので、その内容について、

検討・協議を行う。 

 

３．協議事項 

事務局説明 

（第１章「未来を担う子どもを育み、育ちあうひとのまち」の主要事業につい

て事務局から説明） 

質疑応答 

・ トイレの改修について、男子と女子では一般的にスペースの関係で女子の

方が少ない。女子トイレを増やすという考えはあるのか。 

・ 現在は、子どもも減少している。従ってトイレもあまるという考えである。

今回の取組みは、既設のトイレの洋式化、ブースの修繕が中心である。 

事務局説明 

（第２章「健康で生きいき、相互に支えあうひとのまち」の主要事業について

事務局から説明） 

質疑応答 
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委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

委員 

 

 

事務局 
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渋谷会長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

事務局 

 

 

・ 災害要援護者支援事業には、「プライバシー保護に十分配慮しながら」の一

文を付け加えた方がよいと考える。 

・ 情報を受ける段階から、プライバシー保護には十分注意を払っている。そ

の点については、問題ないと考えている。 

・ この件については、管理の問題が残る。情報は限られた人にしか渡さない。

例えば、民生委員などである。そういった取組みが必要である。 

・ 経験上、無理には情報提供は求めない。災害時の要援護を必要と考える人

だけ個人情報を把握していくという考えである。 

・ プライバシー保護については、実施段階でしっかり取り組んでいく。 

・ 介護支援施設についてだが、示された基本計画では、地域密着型のみ記載

しているが、施設入所にあたって、順番待ちなどの話も聞く。市として大

型施設のことについて触れなくてよいのか。 

・ 高齢者保健福祉計画では介護施設などは充足している。現在、国からは、

身近な地域での介護の指示が中心である。従って、第5次では地域密着型を

前面に出した計画としている。また、専門計画の内容を飛び越えた表現を

するのも好ましくない。この程度の表現が妥当と判断した。この5年間では

っきり見えている内容のものを計画に記載したということである。 

・ 一般の市民の方がそこまで理解できるか心配であるが、行政がしっかりそ

のあたりの事情も踏まえて整理しているのであればよい。 

事務局説明 

（第３章「生涯にわたる学習により、心豊かに輝く人のまち」の主要事業につ

いて事務局から説明） 

質疑応答 

・ 本市の著名な文化人などを把握しているか。そのような文化人をきっかけ

に市に興味を持つこともある。 

・ 行政のほうでは、特に把握していないと思う。 

・ 第 5次基本構想前期基本計画案では、新たな施策として、「地域活性化の推

進」を掲げている。そういった著名人の方がいらっしゃれば、積極的にま

ちづくりにご協力いただけるよう働きかけたい。 

事務局説明 

（第４章「にぎわいと活力をつくる人のまち」の主要事業について事務局から

説明） 

質疑応答 

・ 79ページに「富士見のいいとこ広め隊」という取組みが掲載されているが、

ネーミングも取り組みもよいアイディアだと思う。 

・ 「なんばった」という難波田城公園のイメージキャラクターを拝見したが、

市でも、いわゆる「ゆるキャラ」的なものを考えているのか。 

・ 現在、平成 24 年度に迎える市制施行 40 周年の企画中である。その中でご

指摘の内容についても検討しているところである。 
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事務局 

事務局説明 

（第５章「安心、安全、快適な地域をつくる人のまち」の主要事業について事

務局から説明） 

質疑応答 

・ 一般的に避難訓練というと、自らが避難する訓練と考える。災害時要支援

者とともに行う場合は、避難誘導訓練と位置付けている。基本計画上の表

現についても、そのあたりの使い分けが必要と考える。 

・ 表現については、所管に確認のうえ、調整させていただく。 

・ 若者の居場所として、ストリートバスケットができる公園など検討する必

要があるのでは。 

・ 公園については、現在、市民協働で取り組んでいる。市民の意見を十分踏

まえて公園づくりを進めていく考えである。 

 

事務局説明 

（第６章「市民参加・協働により、豊かな自治をつくる人のまち」の主要事業

について事務局から説明） 

質疑応答 

・特になし 

 

その他 

・ 今後の日程として、9月 8日からパブリックコメントを実施。また、9月下

旬から 10月上旬にかけて地域説明会を実施する。 

・ その後、それらの意見を踏まえて、審議会に諮りたいと考えている。日程

については、決まり次第あらためて連絡する。 

 

閉会 

８ 会議資料 

資料：第５次基本構想前期基本計画（案） 

 


